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日本興亜損害保険株式会社（社長 兵頭誠 以下弊社）では、自社が排出する温室効果ガスについて

2012 年度までにカーボンニュートラル化を目指していますが、このほかお客様の温室効果ガス排出量削減

を支援するため、損害保険商品・サービスに関連したカーボンオフセットプランを実施しています。この度イン

ドにおける風力発電プロジェクトから創出された排出権を取得して、２００８年度分として合計１，０１６ｔのオフセ

ット手続き（国連が認証した排出権の取得および日本国政府への無償譲渡）を完了しましたのでお知らせい

たします。 

■目的・背景 

弊社では自社の CO2 削減にとどまらず、お客様をはじめとしたステークホルダーに対しても、CO2 排出量削

減を支援する取組みをすすめています。そこで２００８年度より、本業である損害保険商品・サービスに関連し

たカーボンオフセットの仕組みとして、以下２つのプランを実施しています。 

＊「損害保険商品・サービスに関連したカーボンオフセットを提供する仕組み」は業界初の試みとなります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

損害保険商品・サービスに関連したカーボンオフセット 

インドにおける風力発電プロジェクトによる排出権を取得 

温室効果ガス排出量 合計１,０１６トンをカーボンオフセットしました 

① 保険事故対応カーボンオフセット（２００８年９月から実施） 

事故対応時のＣＯ２排出削減の取組みとして、車両保険の対象となる事故車両修理時に、お客様が環境にやさ

しい樹脂バンパー補修やエコパーツを活用していただいた場合、１件当たり５０円を弊社が提供して開発途上

国における自然エネルギー系のクリーン開発メカニズム（ＣＤＭ※１）から生まれる排出権（ＣＥＲ※2）を取得し、日

本国政府に無償譲渡します。 

 

② 自動車保険「Ｗeb確認」カーボンオフセット（２００８年１２月から実施） 

「Web 確認」は自動車保険をご契約いただく際に選択可能な割引で、お客様に通常「紙」で発行する保険証券や

約款を発行せず、インターネットで確認いただくものです。Web確認をご契約いただいた場合、１件当たり50円を

弊社が提供して、上記「保険事故対応カーボンオフセット」と同様に、CERを取得して日本国政府に無償譲渡しま

す。 

（※1） 

ＣＤＭ（Clean Development Mechanism） ：

先進国が技術や資金を提供し、発展途

上国でその国の持続可能な発展を助け

る温暖化対策事業を実施。その事業に

よって生まれた排出削減量を、先進国

の削減目標の達成に算入できる制度。 

 
（※2） 

ＣＥＲ（Certified Emission Reduction）  ： 

国連で認証された開発途上国との共同

事業であるＣＤＭから得られる排出削

減量 

（事故対応カーボンオフセットの概要図）



 

■２００８年度分カーボンオフセットの実施内容 

【カーボンオフセットした温室効果ガス排出量】   １，０１６ トン 

＊上記は、東京ドーム約２．１個分のブナを主体とする天然林が、80年間に吸収するCO2量に該当します。（「森林は二酸化炭素を

吸収します」林野庁ホームページより： 80 年生のブナ主体の天然林が１ha あたり 100ｔを吸収するとして計算） 

【政府の償却口座に無償譲渡した国連認証済排出権】 

   排出権種別   CER （Certified Emission Reduction） 

プロジェクト番号  0277 

プロジェクト名   12.3 MW wind energy project in Tamil Nadu, India  

(インド タミルナドゥ１２．３MW 風力発電プロジェクト) 

  
                            （インドにおける風力発電プロジェクト現場写真） 

 

【オフセットの対象件数】 

対象 対象期間 件数（実績） 

①保険事故対応カーボンオフセット 08 年9 月～09 年3 月 31,553 件 

②自動車保険Web 確認カーボンオフセット 08 年12 月～09 年3 月 49,710 件 

合計  81,263 件 

 

なお、オフセット手続きについては、提携する一般社団法人日本カーボンオフセット※３（代表理事 末吉 竹二郎）

を通じて行っています。（別紙オフセット証明書参照） 

（※３）一般財団法人日本カーボンオフセット（ＣＯＪ：代表理事 末吉竹二郎氏) 

個人や企業を対象にカーボンオフセットを提供する、日本を代表するカーボンオフセット専門業者。 

ホームページ URL： http://www.co-j.jp 

 

 



 

■今後のカーボンオフセットの実施予定について 

弊社では、本業である損害保険商品・サービスの提供において、引き続きお客様をはじめとしたステークホ

ルダーに対して、CO２排出量の削減を支援し、日本の京都議定書削減目標の達成に貢献して参ります。 

２００９年度分については、２０１０年８月頃のオフセット完了を予定しております。その際にはオフセットプロ

グラムに下記の変更（対象の拡大等）を行います。 

➢自動車保険契約におけるオフセット対象の拡大 

２００９年１２月以降は、これまでのオフセットプランである「Web 確認」に加えて、新たに自動車保険

「Eco-Net 約款」（※４）についても弊社が 1 件当たり 50 円を提供してオフセットを行う予定です。 

（※４） 「Eco-Net 約款」： 

保険契約時に「保険証券だけは紙ベースで発行してほしい」との声があることから弊社が新たに開発した契約方式です。

保険証券は紙ベースで発行し、「約款（安心ガイド）」についてのみインターネットを通じて確認いただきます。「約款」の作

成にかかわる紙の原料調達や印刷工程での CO2 を削減できます。（２００９年１２月１日導入） 

➢オフセットに使用する排出権種類の拡大 

現状は、開発途上国の自然エネルギーに限定している排出権を購入していますが、国内において本

格的運用が始まった国内クレジット（※５）等も対象に含め、幅広くオフセット用排出権を検討して参りま

す。 

     （※５） 国内排出量取引制度に基づく国内クレジット：大企業が技術・資金等を提供して中小企業等が行った排出抑制の取

組みを認証する仕組み（日本版CDM） 

 

 

 

以 上 

 

 

 

 

弊社では、自社の企業活動におけるＣＯ２排出量を、２０１２年には “ゼロ”にするとした「カーボ

ンニュートラル化」を目指しております。今後とも、地球温暖化問題への積極的な取り組みを通じ、低

炭素社会の実現に向けて努力してまいります。 

 

 

 

 

 

 

 

別紙： 日本カーボンオフセット発行のカーボンオフセット証明書 


